
北 海 道 歯 科 技 術 専 門 学 校
付 属 研 究 科 主 催 

実 技 講 習 会

2026年10月24日 13:00-16:30

小澤 謙太 先生 
有限会社 

小澤デンタルラボラトリー

北海道歯科技術専門学校 担当：鎌田

TEL:011-372-2457
お問い合わせ

講 師

土

その他

日 時
会 場 北海道歯科技術専門学校付属研究科

ご略歴

定員：20名（受講希望者が多数の場合は先着順です）
参加費：8,000円（模型代込み）
持参品：筆記用具

演 題
抄 録

･1996年 愛知学院大学経営学部経営学科 入学
･2000年 愛知学院大学経営学部経営学科 卒業
･2000年 松本歯科大学衛星学院歯科技工士科 入学
･2002年 松本歯科大学衛星学院歯科技工士科 卒業
･2002年 有限会社 小澤デンタルラボラトリー 入社
･2013年 有限会社 小澤デンタルラボラトリー
                    代表取締役 就任

『変わる義歯技工、変わらない技工士の技
― デジタルとアナログで考えるパーシャル・フルデンチャーの現在地 ―』

※お申込み、振込先に関しては裏面をご確認下さい。

受付締切：2026年10月10日（土）

近年、歯科医療を取り巻くデジタル技術は急速に進歩し、義歯技工においても設計や製作工程にデジタル

を取り入れる機会が増えている。さらに、歯科技工士不足や高齢化による義歯需要の増加を背景に、限られた

人員で品質を維持しながら生産性を高めることが求められており、デジタル技術を活用した効率化は重要な課

題となっている。一方で、義歯製作には経験に基づく判断や調整など、単純にデジタルへ置き換えることので

きない工程も多い。大切なのは、すべてをデジタル化することではなく、デジタルとアナログそれぞれの特性

を理解し、適切に使い分けることである。本講演では、パーシャルデンチャーにおける設計や維持装置製作、

フルデンチャーにおけるデジタル設計や3Dプリンティングなど、実際の製作工程を通して、デジタル化がも

たらす効率化とその可能性について紹介する。そして、デジタル化によって「変わる義歯技工」と、時代や製

作方法が変化しても「変わらない技工士の技」の双方から、これからの義歯技工におけるデジタルとアナログ

の最適な関係、そして歯科技工士に求められる新たな役割について考えてみたい。

※内容は講演会となります。お持ち帰りいただける3Dプリンターの造形物が受講料に含まれています。

皆様のご参加をお待ち申し上げております。



参加申し込みについて
1.参加申込書に記載の上TEL、FAXまたはEmailにて参加の意思を
ご連絡下さい。

2.申込書受理後に、参加確認の連絡をします。
その後に参加費の振り込みをお願いします。

3.参加費の振り込み期限は、10月10日（土）となります。
期日までに振り込んで下さい。

氏名、勤務先明記の上、下記口座に受講料を振り込み下さい。
なお、入金をもって正式な申し込みとさせていただきます。
また、入金後の返金はいたしかねますので予めご了承下さい。

振込先

北洋銀行 北広島中央支店
口座番号（普）0129545
北海道歯科技術専門学校

（ホッカイドウシカギジュツセンモンガッコウ）

校長 岡村 敏弘   （コウチョウ オカムラトシヒロ）

氏名 年齢 出身校

勤務先 勤務先所在地

勤務先℡ 携帯電話番
号

技工年数

・お申込み・お問合せ先
TEL：011-372-2457
Fax：011-376-8605
Email：kamata@hokkaidodentaltec.ac.jp
担当：鎌田
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